
北

海

道

の

火

山

石

川

俊

夫

▼
自
然
と
の
交
わ
リ
、
火
山
と
の
出

会
い
▼

昭
和
三
年
七
月

、
千
歳
艀
化
場
上
よ
り
王
子
山
林

の
生
命
は
保
証

し
な

い
が
有
料

の
軽
便
鉄
道

に
乗

り
、
車
窓
か
ら
刻

々
と
青
味

を
増
す
千
歳
川
上
流

の
清
流

に
心
を
奪

わ
れ

て
い
る
夢
中

の
間

に
、
汽
車

は
急

壁

の
山
に
囲

ま
れ

た
支
笏
湖

に
吸
い
込
ま
れ
た
。
そ

の
瞬

間
の
感
激
は
、
い
ま
だ
忘
れ
得

な

い
鮮

烈
な
記
億
で
あ
る
。
幽
遽

と
は
こ
ん
な
境
地
を

い
う
も

の
か
と
い
う
思

い
で
あ

っ
た
。
そ

の
前
年

に
十

和
田
湖
も
訪
れ

て
い
た
が
、
な
ぜ
か
支
笏
湖

の
初
印
象

は
強
く
私

の
将
来

を
支
配
す
る
も

の
と
な
り
、

こ
う

し
て
北
海
道

の
自
然
と

の
交
流
が
始
ま

っ
た
。

翌
朝
、
湖
畔

か
ら
発
動
…機
船

で

モ
ー
ラ

ッ
プ
の
樽
前
山
登
山

口
に
渡

り
、
山
道

に
踏

み
入
れ
ぽ
も
う

空

は
見
え
な

い
繁

っ
た
林

、
緩
く
登
り
な
が
ら

一
時
間
半
く
ら

い
、
や
が
て
山
林
を
抜
け

た
軽

石
ば

か

り

の
樽
前
山

の
斜
面

に
達
す

る
。
支
笏
湖
を
横

に
眺
め
な
が
ら
山
腹

を
斜

め
に
上

っ
て
、
広

い
火

口
原

の
肩

に
取
り

つ
き

一
休

み
す

る
。
そ

の
後

、
何
十
回
と
な
く
往
復
す

る
道
と
な

っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ

の
時
は
そ
ん
な

こ
と
に
な
る
と

は
夢
想
も

し
て
い
な
か

っ
た
。
さ
ら

に
ド

ー
ム
の
急
崖

の
崩
れ
易

い
岩

塊

の
間
を
、
正
に
必
死

の
思

い
で
墓
じ
上

っ
た
。
噴

煙

の
ガ

ス
臭

に
む
せ
な
が
ら
、
幾
度

か
息

を
止
め

て
は
低
く
伏
し
、
頂
上
部
を
歩
き
廻

っ
た
。

こ
の
危
機
感

と
逃
れ

た
あ
と

の
安

堵
感

の
く
り
返
し
は
、

当
時

目
標
も
な
く
安
閑
と
札
幌

の
街
で
過
し

て
い
た
学
生
生

活

に
緊
張
を
与
え
、
生
き

て
い
る
火
山

の

迫
力

に
魅
力

を
感
じ
さ
せ
た
。

北
海
道

の
天
然
記
念
物
と
な

っ
て
い
る

こ
の
熔
岩

円
頂
丘
は
今

は
誰

で
も
ヒ
れ
る
よ
う

に
緩
く
崩

れ
た

部
分
も
多

い
が
、
当
時
、
ド

ー
ム
上
半
部
は
ほ
と
ん

ど
直

立
し
た
岩
壁

の
感
じ
で
、
ど

こ
か
ら
で
も
上

れ

る
と
い
う
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
登
山

は
北
大
予
科

一
学
期

の
試
験
が
済
ん
で
、
寮
で
ブ

ラ
ブ
ラ

し
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
仙
台

か
ら
突
然
来
た
叔

父
に
聾
わ
れ
、
待

っ
た
な
し

に
引

っ
張
り
出
さ
れ

て
の

結
果

で
あ

っ
た
。
叔
父

の
田
中
館
秀
三
は
大

正
年
代

の
中
末
期

に
北
海
道
庁

の
依
嘱
を
受
け
、
北
海
道

の
火
山
湖

の
調
査

に
従
事

し
、
火
山
湖
周
辺

の
火
山
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
に
噴
火

、
異
常

の
あ

っ

た
北
海
道

の
火
山
は
ほ
と

ん
ど
訪
れ
て
い
た
。

こ
の
時
も
東
北
大
学

の
法
文
学
部

で
経
済
地
理
、
殖
民

地
理
な
ど
を
講
義

し
て
い
る
間

に
北
海
道

の
火
山
が
恋
し
く
な
り
、
突
然

訪
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

。

私
と
火
山
と

の
出
会

い
は

こ
う
し
て
始
ま
り
、
さ
ら
に
学
部
進
入

の
年

に
理
学
部
新
設
と

い
う
好
機

に
恵
ま
れ
た
。
人

間
の
将
来
と
い
う
も

の
は
分
か
ら
な
い
も

の
で
、
人

間
万
事
塞
翁
の
馬
、
旧
制
高
校

の
受
験

に
失
敗
し
、

一
年
浪
人

し
て
北
大
予
科

に
入

っ
た
こ
と
が
、
火
山
と

の
縁
に
結
ぼ
れ
る
道
を
導

い
た
と
思

っ
て
い
る
。
田
中
館

は
明
治
四
十

一
年
、
東
大
理
学
部
地
質
学
科
を
卒
業
し
、
す
ぐ
北
大
農

学
部

(当
時
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
)

の
講
師
と
な
り
、
翌
年
、
樽
前
山

の
ド

ー
ム
誕
生

の
噴
火

に
遇

っ
て
い
る
。
卒
業

論
文

は
神
保
小
虎
先
生
指
導

に
よ
る

「樺
太

の
硫
化
鉄
鉱

の
研
究
」

で
あ

っ
た

が
、
樽

前
山
の
噴
火
が
契
機
と
な
り
、
火
山
研
究

に
没
頭
し
、
北
海
道

の
火
山

の
論
文
は
四
十
篇
を
超

え
る
。
特
に
樽
前
山
を
愛
し
、
昭
和
二
十
六
年

一
月

二
十
九
日
、
樽
前
山
小
爆
発
の
日
六
十

六
才

の
生

2
一



第1図 北方上空より見た樽前山の溶岩円頂丘(北 海
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後初めて撮影した写真)

涯

を

終

っ
て

い
る

。

▲
:
ー

--

火

山

、

火

山

と

北

海

道
▼

火
山
活
動

は
地
球

の
営

む
自
然
現
象
と
し

て
最
も

華

々
し
く
凄
絶
な
も

の
の

一
つ
で
あ

り
、
何
十
億
年

も
前

の
古
生
代

以
前

よ
り

数
多
く
く
り
返
さ
れ
た
、

地
球
発
達

の
上

に
重
要

な

作
用

で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
古
く

か
ら
そ

の
時
代

時
代

に
火
山

は
生
成
さ
れ

た
が
、
現
在

い
わ
ゆ
る
火

山
と
呼

ん
で
い
る

の
は
、

そ

の
原
形
態

の
ま

だ
比
較

的
よ
く
保
存
さ
れ

て
い
る

火
山
岩

の
山

で
あ
る
。
札
幌
周
辺

の
藻
岩
山

や
円
山
は
火
山
岩

の
安
山
岩

で
で
き
て
い
る
が
、
噴
出
中

心
も
分

か
ら
な

い
、
全
く

原
形
を
失

っ
た
山
塊

で
、
長

い
間

の
侵

蝕
を
受
け
た

こ
の
よ
う
な
新
第
三
紀

中
新

世

(
二
六
〇
〇

万
年
前

よ
り
七
〇
〇
万
年
前

ま
で
)

の
火
山
岩

の
山

は
火
山
と
は
い
わ
れ
な

い
。

か

つ
て
、
震
災
予
防
調
査
会
報
告

で
火
山
と
し
て
調
査
報
告
さ
れ
た
奈
良
県

の
二
上
山
が
、
後

に
火

山
原
形

の
失
わ
れ
た
第

三
紀

の
古

い
火
山
岩
体

で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
が
あ

る
。
し
た

が

っ
て
、
火
山
と
は

っ
き

り
称
し
得

る
も

の
に
は
二
百
万
年
前
以
降

の
第
四
紀

に
噴
出

し
た
も

の
が
多

い
。
第

三
紀

で
も
最
後
期

の
鮮
新
世
噴
出

の
火
山
岩

の
山

に
は
余

り
著

し
い
侵
蝕
を
受
け
ず
、
第
四
紀

洪
積

世
の
も

の
と
余

り
変

ら
な
い
形
態
を
保

つ
も

の
が
あ
る
。
北
大

の
勝
井
義
雄
教
授

の
編
集
さ
れ
た

世
界
火
山
分
布
図

に
は
、
中
新
世
以
後

の
世
界

の
火
山
が
網
羅

さ
れ

て
い
る
。

火
山

は
新
し

い
時
代

に
噴
出
し
て
古

い
表
土
を
被

い
地
形
を
修
飾
す
る
も

の
で
、
自
然
景

観
の
要
素

と
な
り
、
特

に
日
本

の
如
き
火
山
国
で
は
風
土
を
培
う
も

の
で
も
あ
る
。
北
海
道
も
火
山
景
観

に
恵
ま

れ
、
支
笏

・
洞
爺
、
大
雪
山
、
阿
寒
、
知
床

、
利
尻

・
礼
文

・
サ

官
ベ

ツ
の
国
立
公
園
、
大
沼
、

ニ
セ

コ

●
積
丹

●
小
樽
海
岸
、
網
走

の
国
定
公
園

の
う
ち
全
く
火
山
の
な
い
の
は
網
走
国
定
公
園

の
み
で
あ

る
。
さ
ら

に
恵
山

、
松
前

・
矢
越
、
狩
場

・
茂

津
多

、
暑
寒
別
、
斜
里
岳
も
火
山

を
含

み
、
道

立
公
園

と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
火
山
熱
に
由
来
す
る
温
泉
は
火
山
麓

に
分
布
し

て
観
光

、
休
養
、
療
養

の
場

を
与
え

て
い
る
。
特

に
登
別
、
洞
爺
湖
、
川
湯
、

ニ
セ
コ
、
層
雲
峡
、
天
人
峡
、
阿
寒
湖
畔
、
羅
臼
、

濁

川
な
ど
は
有

名
で
あ
る
。

起
伏

の
多

い
立
体
的
な
地
形
を
呈
し
、

ま
た
活
動
中

の
、
噴
気
絶
え
な
い
迫
力

に
富
む
火
山

の
景

観

に
対
し
、
全
く
対
照
的
な
な
だ
ら
か
な
低
平

な
地
形

の
上

に
展
開
す
る
北
海
道

の
海
跡
湖
、
湿
原
、
砂

丘
、
原
生
花
園

の
荘
洋
と
海
に
連
な
る
如
き
広
漠

た
る
景
観
は
、
そ

の
魅
力
を
火
山
と
は
反
対
な
特
徴

の
た
め

に
強

め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
最
近
指
定

さ
れ
た
日
高
山
脈

・
襟
裳
国
定

公
園

は
造
山
運
動

に
ょ

っ
て
、
最
近

は
プ

レ
!
ト

・
テ
ク
ト

ニ
ク

ス
の
新
説
も
加
味
さ
れ

て
生
成
さ
れ
た
大
山
脈
と
し
て
、
火

山
景
観

の
多

い
北
海
道

に
お

い
て

一
層
異
彩
を
放

つ
公
園
と
し

て
愛
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

▼
火

山

の

数
、
分

布
▼

北
海
道

に
は

一
体
火
山

は
い
く

つ
あ

る
か
、

こ
の
間

に
す

っ
き
り
答

え
ら
れ
な

い
の
が
正
直

の
と
こ

ろ
で
あ
る
。
洪
積

世

の
末
期

に
激
烈
な
爆
発
を
繰
返
し
た
後

に
陥
没
し
た
カ
ル
デ
ラ
は
広
大
な
裾
野
を

拡
げ

た
火
山
で
あ

り
、
分
布
図

に
は
カ
ル
デ
ラ
と
し

て
示
し
て
あ
る
。
カ
ル
デ
ラ
生
成
後

、
そ

の
内
部

や
周
辺

に
噴
出
し
た
火
山

に
は
樽
前
山
、
有
珠
山
、
雌
阿
寒
岳

の
よ
う

に
現
在
も
活
動
的
な
も

の
が
あ

り
、
カ
ル
デ
ラ
と
関
連

は
あ
る
が
独
立
の
火
山

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
摩
周
カ

ル
デ
ラ
陥
没
後

に
噴
出

し
た
ヵ
ム
イ

シ

ュ
も

一
火
山
と
し
て
示
し
た
が
、
摩
周
湖
面
上

に
わ
ず
か
に
熔
岩
円
頂
丘

の
頭
部
を
現

わ
し
た
よ
う
な
小
島

で
あ

り
、
ヵ

ム
イ

ヌ
プ
リ
と
と
も

に
摩
周
火
山

(
カ
ル
デ
ラ
)
と
し
て

一
括
し
た

方
が
よ

い
か
も
知
れ
な

い
。

ま
た
幾

つ
か
の
火
山

の
集
群
、
あ
る

い
は
連

峯
を

一
火
山
群

と
し
て
示
し
た
も

の
も
あ
る
が
、
火
山

群
中

に
含
ま
れ
た
火
山
峯

に
も
独
立

に

一
火
山
と
し
て
扱

っ
た
も

の
よ
り
も
大
き
く
、
あ
る

い
は
特
徴

の
あ
る
も

の
も
あ

る
。
さ
ら

に
第
三
紀
鮮

新
世
乃
至
第
四
紀
初
期

に
わ
た
る
火
山

は
地
質
調
査
所

に
よ

3
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っ
て
纒

め
ら
れ
た

「
日
本

の
火
山
」

(
第

二
版
、

一
九
八

一
)

に
主
と
し

て
頼

っ
て
い
る
が
、
札
幌
市

西
方

の
古

い
火
山
、
北
見
国
北
部

の
火
山

の
如

く
、
そ

の
選
び
方
は
人
に
よ

っ
て
差

の
あ
る
と

こ
ろ
と

思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
分
布
図
に
示
す

カ
ル
デ
ラ
九
、
火
山
お
よ
び
火
山
群

五

一
は
、
北
海
道

の
火
山

お
お
よ
そ
六
〇

く
ら

い
は
あ
る
だ
ろ
う
と

い
う

に
過
ぎ
な

い
こ
と
で
、
は

っ
き

り
数

を
示
す

こ
と
は
困

難
な

こ
と
で
あ
る
。

さ
て
北
海
道
東
部

で
は
、
千
島
列
島

の
火
山
を
連
ね
た
火
山
帯
が
雁
行
し
な
が
ら
知
床
半
島

か
ら
本

道

に
上
陸
し
、
北
東

よ
り
西
南
方
向
に
半
島

の
火
山
を
連
ね
て
、
屈
斜
路

、
阿
寒

カ
ル
デ

ラ
に
延

び
て

い
る
。
屈
斜
路
カ

ル
デ

ラ
に
は
陥
没
後

、
屈
斜
路
中
島
、
跡
佐
登
火
山
群
、
摩
周
火

山
が
噴
出
し
た
。

摩
周
火
山

は
さ
ら

に
頂
部
広
く
陥
没
し
て
カ
ル
デ

ラ
を
生
成
し
、
陥
没
後

の
火
山
と
し
て
ヵ
ム
イ

ヌ
プ

リ
と
カ

ム
イ

シ

ュ
を
噴
出
し
た
。
カ

ル
デ

ラ
湖
中

、
摩
周
湖

の
最
も

凄
絶
な
景
観
は
生
成
の
新
し
さ

に

も
よ
る
。
陥
没
後

の
火
山
が
北
西

々
1
南
東

々
の

一
直
線
上

に
排
列
し

て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
方
向

の

弱
線

の
存
在

を
示
し

て
い
る
。
阿
寒
カ

ル
デ

ラ
も

生
成
後

、
フ

ッ
プ
シ
岳
、
フ

レ
ベ

ツ
岳
、
雄
阿
寒
岳
、

雌
阿
寒
岳

を
噴
出
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
知
床

、
阿
寒

の
火
山
は

い
ず
れ
も
カ

ル
ク

・
ア

ル
カ
リ
岩
系

の
輝

石
安
山
岩

を
主
体
と
し
微
檀
石

・
輝
石
安
山
岩

よ
り
石
英
安
山
岩

に
わ
た
る
熔
岩
を
噴
出
し
、
西
南
部

太
平
洋
側

の
火
山
と
同
様

の
岩
質
を
示
し
て

い
る
。

北
海
道

中
央
部

に
は
道
内
第

一
の
高
山

・
旭
岳

(
二
二
九
〇

m
)
を

主
峯
と
す

る
大
雪
山
あ
る
い
は

大
雪
火

山
群

、
南

に
続

い
て
高
根

ケ
原
、
忠
別
岳

、
ト

ム
ラ
ウ
シ
山
さ
ら

に
オ
プ

タ
テ
シ
ケ
山
、
美
瑛

富

士
、
美

瑛
岳
、
十
勝
岳
、
下

ホ
ロ
カ
メ

ッ
ト

ク
山
、
ト
ウ
ヤ

ス
ベ
山
が
連
な

る
が
、

オ
プ
タ
テ
シ
ケ

山

よ
り
富

良
野
岳

ま
で
の
連

峯
を
十
勝
火
山
群

と
し
、
十
勝
岳
を
盟
主
と
す

る
。
最
南
端

の
富
良
野
岳

は
、
や
や
ア

ル
カ
リ
に
富
む
玄
武
岩

の
熔
岩
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
雪

・
十
勝
火
山
列

は
北

々
東
i
南

々
西
方
向

に
連
な
り
、
二
千

m
級

の
高

峯
を
多
数
擁
し
て
北
海
道

の
屋
根
と
称
さ
れ
る
中
央

高

地
を

つ
く

っ
て

い
る
。
知
床

阿
寒
火
山
列

の
方

向
よ
り
も
南
北
性

に
偏
す

る
の
は
基
底

の
旦

局
累
層

群

の
南

北
性
構
造

に
規
制
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
雁
行
す
る
千
島
火
山
帯

の
内
帯

の
列
と
見

る

こ
と
も

で
き
る
。
熔
岩

は
や
や
ア

ル
カ
リ
に
富

み
、
玄
武
岩
よ
り
輝
石
安

山
岩

、
角

閃
石
安
山
岩

に
わ

た
り
、
知
床

・
阿
寒
火
山
列
と
は
異

な
る
。
ち

ょ
う
ど
東
北
日
本
弧

の
那
須
火

山
帯

に
対
す
る
鳥
海
火

山
帯

の
関
係

に
似
て

い
る
。

こ

の
大
雪

・
十
勝
火
山
列

の
東
南
に
然
別
湖
が
あ
り
、
湖
面
標
高
八
○
O

m
の
山
湖
は
東

ヌ
プ
カ
ウ

シ
、
西

ヌ
プ
カ
ゥ

シ
、
白
雲
山
、
天
望
山

、
ペ
ト
ゥ
ト
ル
、
ト
ゥ
ヤ

ス
ベ
な
ど

の
第
三
紀
鮮
新
世
よ
り

沖
積

世

に
わ
た
る
火
山
に
取
り
囲

ま
れ
、
堰
止
湖

と
し
て
生
成

し
、
湖
岸
出
入
多
く
独
特
の
景
観
を
示

す
。
周
辺
の
火
山
を
然
別
火
山
群
と

し
て

一
括
し
た
が
、
白

雲
山
、
天
望
山
は
沖
積
世

の
新

し
い
熔
岩

円
頂
丘
で
あ
り
、
火
山
群

は
主

に
輝
石
角

閃
石
安
山
岩

の
熔
岩

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
北
方

の

二
ペ
ソ
ツ
、
東
方
の
キ
ト
ウ

シ
は
鮮
新
世
な
い
し
洪
積

世
の
火
山
で
あ
る
。

大

雪
火
山
群

西
方

に
孤
立
す

る
イ

ル

ン
ケ

ッ
プ

、
さ
ら

に
西
方

の
暑
寒
別
岳
は
と
も

に
や
や
ア

ル
カ

リ
に
富

み
、
角
閃
石
安
山
岩
を
主
体
と
す
る
火
山

で
あ
る
。
北
方

に
は
日
本
最
北
の
火
山
で
、
秀
麗
な

円
錐

の
容
姿
を
誇
る
利
尻
島
が
海
よ
り
甕
え
て

い
る
。

こ
の
火
山

は
ア
ル
カ
リ
、
特

に
ソ
ー
ダ

に
富
む

玄
武
岩

、
輝

石
安
山
岩
を
噴
出

し
、
環
日
本
海

ア
ル
カ
リ
岩
域

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

北
海
道

西
南
部

で
は
東
北
地
方

の
東
側
を
走

る
那
須
火
山
帯

の
延
長
が
恵
山
よ
り
羊
蹄
山

に
わ

た
る

第

四
紀

の
新
し
い
火
山
を
噴
出
さ

せ
、
カ

ル
ク

・
ア
ル
カ
リ
岩
系

の
輝

石
安
山
岩
を
主
体
と
し
、
玄
武

岩

よ
り
石
英
安
山
岩
に
わ
た
る
熔
岩

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
地
域

に
は
カ

ル
デ
ラ
も
多
く
、
濁

川
カ

ル
デ
ラ
に
は
陥
没
後

の
火
山

と
し
て
地
表

に
現

わ
れ

て
い
る
も

の
は
な

い
が
、
ボ

ー
リ

ン
グ

に
よ

っ
て
湖
成
層
や
火
山
砕
屑
岩

の
下

に
埋
も
れ
た
熔
岩

円
頂

丘
の
存
在
が
確

か
め
ら
れ
、
地
熱
発
電

の
熱

源
を
な
す
も

の
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

赤
井
川
は
古
く

カ
ル
デ

ラ
の
称
も
あ

っ
た
盆
地
で
あ

る
が
、
横
山
泉
教
授

の
重
力

測
定

に
よ
れ
ぽ

カ

ル
デ

ラ
の
特
徴
を
示
し

て
い
な

い
。
同
教
授

は
三
十
年

に
わ

た
り
、
火
山
内
部

の
重
力
測
定

に
没
頭

さ

れ
、
内
外
多

数
の
火
山
を
測
定

の
結
果
、
大
島
三
原
山
の
如
く
重
力

異
常

の
正
の
値

の
高

い
、
す

な
わ

ち
密
度
高

い
物
質
の
存
在
す
る
型

、
ク
ラ
カ
ト
ア
型

ヵ

ル
デ
ラ

の
如
く
負

の
値

の
高

い
、
密
度
低

い
物

質

の
存
在
す
る
型

、
富
士
山

の
如
く
中

間
の
普
通

の
型

の
あ

る
こ
と
を
確
め
ら
れ
た
。
こ
の
画
期
的
業

績

に
よ

っ
て
昭
和
五
十
六
年
日
本
学

士
院
賞
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
北
海
道
と
し
て
も
実
に
喜
ぶ

べ

き

こ
と
で
あ
る
。

羊
蹄
山

(
一
八
九
三

m
)

は
典
型

的
円
錐
成
層
火
山
で
、
蝦
夷
富
士
と
も
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

イ

ワ

ヲ

ヌ

プ
リ

す
ぐ

西
側

に
は

ニ
セ
コ
ア

ソ
ヌ
プ

リ

(
=
二
〇
九

m
)
、
ワ
イ

ス
ホ
ル
ン
、
岩
雄

登
、

ニ
ト
ヌ
プ
リ
、
チ

セ
ヌ
プ

リ
、
し

ゃ
く
な
げ
山
な
ど

の
火
山
が
東

西
に
並
ん
で
、
岩
雄
登
あ
る

い
は

ニ
セ
コ
火
山
群

と
呼

ぼ

れ
て

い
る
。
岩
雄
登

は
樽
前

に
似
た
熔
岩

円
頂
丘

で
沖
積

世
の
噴
出
と
思
わ
れ
、
昭
和
十
年
頃
ま
で

硫
黄

が
採
掘
さ
れ
、
山
麓
よ
り
硫
酸
と
食
塩

に
富
む
温
泉
が
湧
出

す
る
。

チ

セ
ヌ
プ

リ
も
熔
岩
円
頂
丘

で
、
そ
の
麓

に
湯
沼
が
あ
り
、
球
状
硫
黄
が
水
面

に
浮

い
て

い
る
。
こ
の
火
山
群

は
や
や
ア
ル
カ
リ

に

メ

ク

ン

ナ
イ

富

み
、
角

閃
石
輝
石
安
山
岩
を
主
体
と
し

て
い
る
。
さ
ら

に
西
方

に
続

い
て
目
国
内
岳
、
岩
内
岳
、
雷
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電
岳
が
あ
り
、
や

や
古
く
鮮
新
世
よ
り
洪
積
世

に
わ
た
る
火
山

で
、
雷
電
火
山
群

と
し
て

一
括
さ
れ
る
。

こ
の
西
南

に
あ
る
狩
場
山
は
暑
寒
別
岳
と
同
時
代

、
同
規
模

の
火
山
で
、
角
閃
石
安
山
岩
を
主
体
と

し
て
い
る

こ
と
も
似

て
い
る
。
北
海
道
西
南
端
海
上
の
孤
島

・
渡
島
大
島

は
北
海
道

で
は
珍
し

い
玄
武

岩

の
活
火
山

で
、
ア

ル
ヵ
リ
特
に
カ
リ
に
富
む
玄
武
岩

と
カ
ル
ク
・ア

ル
カ
リ
岩
系

の
角
閃
石
安

山
岩
、

輝

石
安
山
岩

も
噴
出
す
る
。
鳥
海
火
山
帯

の
熔
岩

に
も
似

る
が
、
さ
ら
に
ア
ル
カ
リ

に
富
ん
で

い
る
。

従
来

、
火

山

の
排
列
や
岩

石
の
共
通

の
特
性
か
ら
火
山
帯
を
那
須
火
山
帯
、
鳥

海
火
山
帯
な
ど

の
よ

う

に
細
別

し
て

い
た
が
、
太
平
洋
側
か
ら
日
本
海
側

に
漸
次
化
学
成
分
も
鉱
物
成
分
も
変

化
し
、

ア
ル

ヵ
リ
を
増
加
す

る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
利
尻
山
、
暑
寒
別
岳
、
イ

ル
ン
ケ
ッ
プ
山

な
ど

の
よ
う

に
孤
立

し
て
、

い
ず
れ

の
火
山

と
も
関
係

の
つ
け
難

い
も

の
も
あ
る
。
し
た
が

っ
て
最
近

は
、

た
だ
東
北
日
本

お
よ
び
西
南
日
本

の
火
山
帯
と
し
て
日
本

の
火
山
を
大

別
し
て

い
る
。

▼
カ

ル

デ

ラ
▲

カ

ル
デ
ラ
は

ス
ペ
イ

ン
語
で
鍋

の
こ
と
で
、
地
学

で
は
火
山
地
方

に
火
山
作
用
で

で
き
た
大
き

い
凹

地

の
こ
と
を
、
そ
う
呼

ぶ
よ
う

に
な

っ
た
。
大
規
模
な
も

の
は
多

く
陥
没

に
よ

っ
て

つ
く
ら
れ
、
急
壁

に
囲
ま
れ
、
底
部

は
広

く
平
坦

で
鍋

の
形
に
似

て
い
る
。

カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
支

笏
の
シ

コ
ツ
と
い
う
ア

イ

ヌ
語
は
大
き

い
凹
地

の
こ
と

で
あ
る
。
日
本

で
は
火

口
と
区

別
す

る
た
め
に
東
大

久
野

久
教
授
は
カ

ル
デ

ラ
を
径

ニ
キ

ロ
以
上
と
定
義
し
た
。

北
海
道
は
カ

ル
デ

ラ
が
多
く
、

こ
の
中

に
水
を
湛
え
た
洞
爺

、
支
笏
、
倶
多
楽
、
屈
斜
路
、
阿
寒

、

摩
周
な
ど

の
湖
は
景
観

の
す
ぐ
れ
た
点

で
観
光

の
中

心
と
も

な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
カ

ル
デ

ラ
湖
を
含

む
火
山
湖
調
査
が
す

で
に
大
正
年
代

に
北
海
道
庁

に
よ

っ
て
企
画
さ
れ
、
大
正
十
四
年

に
報
告
も
出
版

さ
れ
た

こ
と
は
学
術
上
喜
ぶ
べ
き

こ
と

で
あ
る
。
調
査
を
担
当

し
た
田
中
館
秀
三
は
カ

ル
デ
ラ
研
究

に

先
鞭
を

つ
け
、
岩
波
講

座
に

「
日
本

の
カ

ル
デ

ラ
」
(
昭
和
八
年
)
を
執
筆

し
て
い
る
。
大

正
末
期
頃
、

大
雪
山

に
お

い
て
夏
季
大
学
が
催
さ
れ
、
植
物
学

の
宮
部
金
吾
博
士
め、
地
質
学

の
早
坂

一
郎
博
士

の
講

義
指
導

が
行

わ
れ

た
。
ま
た
同
じ
頃
、
地
学
雑
誌

に
大

雪
山

の
地
学
、
気
象

、
林
学

の
論
文
が
特
輯
ざ

れ
た
こ
と
も
当
時
、
北
海
道

の
文

化
的
風
潮

の
進
ん
で
来

た
こ
と
を

示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

カ
ル
デ

ラ
の
周
辺

に
は
軽
石
や
火
山
灰

の
厚

い
堆
積
が
あ
り
、

し
ば
し
ぼ
広
大
な
台
地
と
な

っ
て
拡

が

っ
て
い
る
。
洞
爺
湖

西
側

の
台
地

ニ
ナ
ル
カ
は
ア
イ

ヌ
語

で
平
坦

の
意
味

で
、
支

笏
湖

南
西
側

の
白

老
台
地

と
と
も

に
火
山
砕
屑
岩
台
地

で
あ

る
。

こ
の
台
地

は
低

い
と
こ
ろ
は
埋
め
、
高

い
と
こ
ろ
は
そ

の
周
麓
を
続

っ
て
流
れ
る
軽
石
流
や
火

山
灰
流
の
く
り
返

し
噴
出
さ
れ

た
こ
と
で
で
き
る
。
軽
石
や
火

山
灰

の
噴
出
量

は
莫
大
な
も

の
で
、
支
笏
湖

の
中

心
か
ら
札
幌

の
月
寒

や
、
石
切
山
辺
ま
で
及
ん
で
い

る
。
厚
く
堆
積
し
た
と
こ
ろ

の
内
部

で
は
高

熱
が
長
く
保
た
れ
、
軽

石
や
火
山
灰
が
再
融

し
て
密
着
し

固
ま
る
。
こ
れ
を
熔
結
凝
灰
岩
と
呼

び
、
軟

石
と
し
て
建
築
石
材

に
利
用
さ
れ
る
も

の
も
あ
る
。
石
切

山

の
札
幌
軟

石
は
元

の
札
幌
郵
便
局

の
石
材
と
な
り
、

い
ま
は
愛
知
県

の
明
治
村

に
そ

の
ま
ま
保
存
さ

れ
て
い
る
。

激
烈

な
爆

発

の
連
続

に
よ
る
多
量

の
軽

石
、
火
山
灰
の
噴
出

で
、
火

口
下
の

マ
グ

マ
溜
は
当
然
圧
力

急
減

し
て
、
火

口
を
中
心
と
し
て
広

く
陥
没
し
、
大
き

い
凹
地
が
で
き

る
。

こ
れ
が
カ

ル
デ

ラ
で
あ

る

が
、

日
本

で
は
多

く
洪
積
世

の
末
期

、

一
な

い
し
三
万
年
前
く
ら

い
に
カ
ル
デ

ラ
が
生
成

し
て
い
る
。

現
代

で
は
日
本

で
こ
の
よ
う
な
現
象
が
見

ら
れ
な
い
が
、

一
八
八
三
年

の
ク
ラ
カ
ト
ア
火
山
の
大
爆
発

と
島

の
消
滅

は
こ
れ
に
類
す
る
現
象

で
あ
り
、

ク
ラ
カ
ト
ア
型

ヵ
ル
デ
ラ
の
名
称
も

こ
の
活
動
型
式
に

由
来
す
る
。

ヵ

ル
デ

ラ
陥

没
後
、
そ

の
中

心
、
あ

る
い
は
周
壁
断
層

か
ら
、
あ
る

い
は
ヵ
ル
デ

ラ
内
に
で
き
た
弱

線

か
ら

マ
グ

マ
が
噴
出
し
て
新

し
い
火
山
を
生
成
す
る
。
支
笏
カ

ル
デ
ラ
に
は
風
不
死
岳

、
恵
庭
岳
、

樽
前
山
が
北

々
西
-
南

々
東
方
向

に
排
列

し
て
ヵ

ル
デ

ラ
を
変
形
し
、
繭
形

の
湖
を
湛
え
て
い
る
。
洞

爺

ヵ
ル
デ

ラ
に
は
中
島
の
熔
岩
円
頂
丘
群
と
有

珠
山
が
噴
出
し
て
、

13

ー
ナ

ッ
ツ
状

の
洞
爺
湖
を
抱

い

て
い
る
。
倶
多
楽

カ
ル
デ
ラ
の
み
は
酉
麓

に
登
別
日
和
山
を
噴
出

さ
せ
た

の
で
、
カ

ル
デ

ラ
は
原
形
を

残

し
、
美

し
い
円
形
を
示
し
て
い
る
。
カ

ル
デ
ラ
の
原
形
は
こ
の
例
よ
り
円
形
か
、
あ

る
い
は
多
角
形

と
思
わ
れ

る
が
、
阿
寒
の
如
く
浅
く
て
周
辺
の
不
規
則

に
出
入
あ

る
も

の
は
貝
殻
状

の
意
味
よ
り

コ
ン

ヵ
型
と
田
中
館

に
よ

っ
て
呼
ば

れ
、
緩

い
沈
降

に
よ

っ
て
生
成

し
た
も

の
と
思
わ
れ
て
い
る
。

熔
結

凝
灰
岩

は
冷
却

の
際

の
収
縮

に
よ

っ
て
し
ば

し
ば
節

理
が
生
じ
、
熔
岩

の
場
合
よ
り
は
粗
な
角

状

の
柱
状

を
示
す
。
大
雪
山
麓

の
層
雲
峡

や
天
人
峡

の
柱
状
節
理

の
林
立
す

る
百

メ
ー
ト

ル
を
超
え
る

高

い
岩

崖
の
連

続
は
世
界
的
に
も
す
ば
ら

し
い
景

観

で
あ

る
。

こ
の
多
量

の
熔
結
凝
灰
岩

の
分
布

は
そ

の
中

心
に
カ

ル
デ

ラ
の
存
在
を
暗
示
す

る
が
、
大
雪
山

の
中
央
火

口
を
囲
む
黒
岳
、
桂
月
岳
、
凌
雲
岳
、

北
鎮
岳
、
熊
岳
、
後
旭
岳
、
白
雲
岳
、
烏
帽
子
岳
各

峯
は
、

こ
れ
を
連

ね
る
惰
円
形

の
古

い
カ

ル
デ

ラ

の
周
壁

に
噴
出

し
た
陥
没
後

の
火
山

の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
中

央
火

口
は
お
鉢
平
と
呼
ば
れ
、
火

口
の

沈
降
拡
大

し
た
小
カ

ル
デ

ラ
で
あ
る
が
、

石
狩
川

や
忠
別
川
の
河
壁
を

つ
く

る
多
量

の
熔
結
凝
灰
岩

に
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相
応
す
る
規
模

で
は
な
く
、
む
し
ろ
古

い
カ
ル
デ

ラ
の
内
部

に
噴
出
し
た
中
央
火
山

の
火

口
の
よ
う

で

あ

る
。
大
町
桂
月
を
し
て

「
富
士
山
に
登

っ
て
山
岳

の
高

さ
を
語
れ
、
大
雪
山

に
登

っ
て
山
岳

の
大

い

さ
を
語
れ
」
と
感
嘆
せ
し
め
た
壮
大
な

こ
の
火
山
の
生
成

に
は
、

こ
の
よ
う
な
自
然

の
大
ド

ラ

マ
が
あ

る
の

で
は
な
か
ろ
う

か
。

さ
て
最
も
広
大
な
熔
結
凝
灰
岩

に
囲
ま
れ
な
が
ら
カ
ル
デ

ラ
の
存
在
し
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
大
雪

十
勝
火
山
列
の
周
辺

に
は
流
紋
岩
質

の
熔
結
凝
灰
岩
が
多
量

に
分
布
し
て
い
る
。
酸
性

マ
グ

マ
の
爆
発

は
激
し
く
、
基
底

の
日
高
累
層

の
構
造

に
も
支
配

さ
れ
南
北

に
近

い
方
向

に
多
数

の
火

口
を
開

い
て
多

量

の
軽
石
、
火
山
灰
を
噴
出
し
た
後
、
北

々
東
i
南

々
西
方
向

の
地
溝
状

陥
落
を
惹
起
し
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。
そ

の
後
、
地
溝

に
沿
う

て
噴
出

し
た

マ
グ

マ
が
大
雪

・
十
勝
火

山
列

の
大
火
山
脈
を
現
出
せ

第3図 層雲峡大函の溶結凝灰岩の柱状節理(上 川

撮影1960年 冬一当時 トソネル修理中のため河道に

木を敷き通行した珍 しい写真)

し
む
る
に
至

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ヵ
ル
デ
ラ
生
成
前

の
軽
石
は
支
笏
、
洞
爺
、

屈
斜
路

で
は
石
英
安
山
岩

質
、
摩
周
、
倶
多
楽
、
大

雪

で
は
、
安
山
岩
質

で
あ

り
、

マ
グ

マ
が
酸
性

の
場

合
量
も
多

く
、
で
き

る
カ

ル
デ

ラ
も
大
き
い
。
最
も

酸
性

の
大
雪

・
十
勝
火
山

列

周
辺

の
熔
結
凝
灰
岩

の

噴
出

に
よ

っ
て
生
成

し
た

地
溝

は
埋

っ
て
分

か
ら
な

い
が
、
北
海
道
最
大

の
火

山
脈
を
生

ん
だ
大
規
模

の

も

の
で
あ
ろ
う
。
熔
結
凝

灰
岩

の
語
る
火
山
活
動

の

古

い
歴
史

は
北
海
道

の
自

然

に
重
要

で
あ

る
。

▲
-

:

特

徴

あ

る

火

山
▲

一
九
五
五
年

の
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
べ
ズ

ミ
ア

ン
ニ
、

一
九
七
九
年

の
米
国
西
海
岸

の

セ
ン
ト

ヘ
レ
ン

ズ
の
大
爆
発

は
、

い
ず
れ
も
長

い
休
眠

の
後

に
起

っ
て
世
界
を
驚

か
し
た
。
自
然

の
現
象

は
人
間
の
歴

史

の
尺
度

で
は
測
り
得
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

い
ま
全
く
噴
煙

の
な

い
静

か
な
火
山
で
も
決

し
て
暴
れ

な
い
と
は
限
ら
な

い
。
北
海
道

で
噴
火
歴
史
も
あ
り
、
噴
気
活
動
を
続
け
て
い
る
火
山
に
は
駒

ケ
岳
、

有
珠
、
樽
前
、
十
勝
、
知
床

硫
黄
、
渡
島
大
島
、
雌
阿
寒
、
恵
山

の
八
火
山
が
あ
る
。

ま
た
活
動
記
録

は
知
ら
れ
て

い
な

い
が
、
噴
気

の
激

し
い
も

の
に
旭
岳
、
跡
佐

登
、
著
し
く
な

い
が
噴
煙

し
て
い
る
も

の
に
登
別

の
日
和
山

と
恵
庭
岳
が
あ
る
。

北
海
道

の
火
山
活
動

に
つ
い
て
は
、
北
大

の
勝
井
義

雄
教
授
が
本
誌

に
詳
細

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
北
海
道

防
災
会
議
が
勝
井
、
横
山
両
教
授

の
従
来

の
研

究
を
纒
め
ら
れ
、
十
勝
岳
、
樽
前
山
、
有

珠
山
、
駒

ケ
岳
、
雌

阿
寒
岳
、
渡
島
大
島
、
旭
岳
各
火
山

の
火
山
地
質
、
噴
火
史
、
活
動

の
現
況
お
よ

び
防
災
対
策
と
し

て
昭
和
四
十
六
年
以
来
刊
行

し
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
極
め
て
有
意
義

で
、
地
方
行
政

と

し
て
賞
す

べ
き

こ
と

で
あ
る
。

北
海
道

に
は
世
界
的

に
特
徴

の
あ

る
火
山
が
多
く
、

一
九

二
九
年

の
駒

ケ
岳
大
爆
発

で
は
多
量

の
軽

石
流
を
噴
出

し
て
、
現
代

に
お
い
て
目
撃
さ
れ
た
珍

し
い
火
山
現
象

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
火
山

は

一
九
四

二
年

の
爆
発
以
来
静
穏

で
あ

る
が
、
北
海
道

で
最
古

の
記
録
の
、

一
六
四
〇
年

の
大

噴
火
以

来
、
多
数

の
噴
火
を
く
り
返
し
て
い
る
。
山
名

の
語
源
と
な

っ
た
特
異
な
形
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
山

頂
部
は
歴
史

以
前

の
大
爆
発

に
よ

っ
て
崩
壊
せ
ら
れ
、
押

し
出
さ
れ
た
岩
塊
流
や
泥
流

に
よ

っ
て
南
麓

に
大
沼
、
小
沼
、
尊
菜
沼

の
堰
止
湖
と
軍

川
平
野

の
流
れ
山
地
形
を

つ
く

っ
た

こ
と
は

セ
ン
ト

ヘ
ン
ン

ズ

の
よ
う
な
強
爆

発
型

の
火
山

で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
。

樽
前
山
も
本
体
は
ほ
と
ん
ど
軽
石

で
構
成
さ
れ
、
ヴ

ル
カ

ノ
型

強
爆
発
を
く
り
返
し
た
火
山

で
あ
る

が
、
中
央
火

口
丘

の
生
成
後

は
爆
発

に
続

い
て
粘
性

の
あ

る
輝

石
安
山
岩
質
熔
岩

の
上
昇
に
よ

っ
て
熔

岩
円
頂
丘
を
火

口
上

に
盛
り
上
げ
、
そ

の
後

の
爆
発

は
こ
れ
を
破
壊
し
て
、
ま
た
再
び
新
し

い
熔
岩
円

頂

丘
を
噴
出
す

る
と

い
う
活
動
型
式
を
示

し
て
い
る
。

一
九
〇
九
年
四
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
濃
霧

に
隠
さ
れ
た
山
頂

で
誕
生
し
た
典
型
的
な
熔
岩
円
頂
丘
は
世
界
的

に
も
知
ら
れ
、
そ
の
後

の
爆
発
で
出

来

た
円
頂
丘
の
裂
隙

や
丘
麓

の
火

口
よ
り
噴
気
し
、
小
噴
火
を
く
り
返
し
て
い
る
。
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有
珠
円
頂

丘
は
熔
岩
表
面

の
特
徴
や
、
天
然
煉
瓦

の
皮
殻
、
丘
上

の
円
礫
な
ど

い
ろ

い
ろ
の
点

で
樽

前

円
頂

丘
と

は
異

る
が
、
根
本
的

に
は
珪
酸

七
〇

パ
ー

セ
ソ
ト
に
近

い
石
英
安
山
岩
質

マ
グ

マ
に
起
因

す

る
生
成
機
構

に
特
徴
が
あ
る
。
粘
性

の
強

い
マ
グ

マ
は
上
昇

し
難
く
、
強
地
震

を
起

し
、
爆
発
を
続

け
、
上
表
部
を
押
し
上
げ
隆
起
さ
せ
、
最
後

に
ほ
と
ん
ど
固
化

し
た
新
熔
岩
が
地
表
に
噴
出
す

る
。

一

九
四

三
ー
四
五

の
活

動
は
こ
の
型

式
を
完
成

し
て
昭
和
新
山
を
誕
生
さ
せ
、
世
界
的

に
珍
し

い
現
象

と

し

て
注
目
さ
れ
た
。

一
九
〇

ニ
ー

三
年
の

マ
ル
チ

ニ
ク
島
の
モ

ン

・
ペ

レ
の
噴
火

に
お
い
て
見
ら
れ
た

火
山
岩
尖

(
熔
岩
塔
)

に
も
比
せ
ら
れ
る
も

の
で
、
高
く
押

し
上
げ
ら
れ

る
と
底
径

よ
り
高
さ
の
大
な

る
塔
状
と
な
り
、
地
表
ま
で
も
上
れ
な

い
場
合

は

一
九

一
〇
年

の
活
動

の
如
く
潜
在
円
頂
丘
と
な
る
。

一
六
六
三
年

の
噴
火

以
来
、
四
回
の
活
動

で
大
有
珠
、
小
有
珠
、
オ
ガ
リ
山
の
熔
岩
円
頂
丘
と
潜
在
円

頂

丘
で
栓
を
さ
れ
た
山
頂

第4図1943-45年 の 活動で畑の中に誕生した昭和新山(左)と 山

頂の大有珠(右)(故 三松正夫氏より寄贈の写真一三松翁は最:初の

地震より円頂丘完成静ILま で毎口観察を続けた偉大な研究家)

の
大
き

い
中
央
火

口
は
、

そ
の
後

二
回

の
活
動

で
は

敬
遠
さ
れ

て
北
と
東

の
山

麓

に
噴
火

し
た
。

一
九
七

七
年
の
活
動

は
再
び
元

の

火
道

を

マ
グ

マ
が
上
昇

し

始
め
、
地
震
、
爆
発
隆
起

の
後

、
い
ま
な
お
新
熔
岩

は
地
表

に
姿
を
現
わ
す
努

力

を
続
け
、
有

珠
新
山
を

押

し
上
げ

て
い
る
。

地
震
が
噴
火

の
前
兆
と

な
る
有
珠
山

に
は
明
治
以

降
人
命

の
被

害
は
少
な

い

が
、

こ
れ

に
対
し

一
九

二

六
年
、
十
勝
岳

の
爆
発

は

五
月

の
残
雪
期

に
起
り
、

大
泥
流
を
伴

っ
て

一
四
四

名

の
犠
牲
者
を
出

し
て
、
日
本
災
害
史
上

の
悲
惨
な
例
と
な

っ
た
。
当
時
、
十
勝
岳
は
硫
黄
鉱
山
稼

行

中

で
あ

っ
た
が
、

一
九
六
二
年

の
爆
発
も
硫
黄
採
掘
場
近
く

の
飯
場

で
、
五
人

の
犠
牲
者
を
出
し
て
い

る
。
火
山
の
活
動
期

に
は
硫
黄
生
産
額
も
多
く
な
り
、
噴
火
災
害

と
悲

し

い
因
縁

に
結
ば
れ
る
。

こ
れ

に
対

し
て
火
山
活
動

の
た
び

に
大
量

の
熔
融
硫
黄
を
噴
出
し

て
、
産
業
界
に
貢
献
す
る
火
山
が

あ
る
。
知
床
硫
黄
山
は

一
八
七
四
年
、

一
八
八
九
-
九
〇

年
、

一
九
三

六
年

の
小
爆
発

に
伴

っ
て
間
歌

的

に
硫
黄

を
流
出
し
、

一
九
三
六
年
は
そ
の
量

二
〇
万

ト
ソ
に
及
び
、
当
時
五
十
万
円

で
硫
黄
会
社

に

売
鉱
さ
れ
た
。
そ
れ
ま

で
長

い
間

の
鉱
区
税
支
払

い
に
苦
し
ん
だ
鉱
区

主
の
奥
さ
ん
が
貧
乏
に
堪
え
か

ね
て
離
婚
し
、
実
家

に
帰

っ
た
直
後

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

火

山
活
動
期

に
火

山
ガ

ス
の
増
量
増
温

に
伴

い
火

口
下

に
長

い
間
昇
葦
、
鉱
染
、
交
代
作
用

で
蓄
積

♪、」れ
た
硫
黄
鉱
が
熔
融

さ
れ
て
特
殊
な
空
洞

に
溜

り
、
地
下
水

の
過

熱
さ
れ
た
水
蒸
気

の
圧
力

で
間
激

的

に
噴
出
さ
れ

て
カ
ム
イ

ワ

ッ
カ
川
を
埋
め
た
こ
の
現
象
は
、
学

士
院
会
員

・
渡
辺
武
男
博
士

(当
時

北
大
理
学
部
講
師
)

に
よ

っ
て
カ
ラ

ー

・
フ
イ

ル
ム
で
外

国

に
も
紹
介

さ
れ

た
。
今

は
そ

の
フ
ィ
ル
ム

も
色
裾
せ
使
用

に
堪
え
な
く

な

っ
た
。
周
期
か
ら
は
近

い
将
来

に
世
界
的
奇
現
象
が
期
待
さ
れ
る
。

雌
阿
寒
岳

は
中

4
チ
ネ

シ
リ
火

口
よ
り

の
噴
煙
が
強
く
、
火

口
内

よ
り
硫
黄

の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い

た
最
中
、

一
九
五
五
年
寄
生
火
山

で
最
高
点

の
ポ

ソ
マ
ネ

チ
シ
リ

の
火

口
で
記
録
上
最
初

の
噴
火

を
し

て
い
る
。
そ
れ
ま

で
鳴
動

の
異
常

し
か
知
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
北
海
道

の
奥
地

の
せ
い
か
も
知

れ
な

い
。

函
館

に
近

い
恵
山
は
北
海
道
最
大

の
熔
岩
円
頂

丘
西
麓

の
爆
発
火

口
で
、

一
八
四
六
年

の
噴
火
が
知
ら

れ
、
渡
島
大
島

に
は
古

く

一
九

四

一
年

の
噴
火
が
あ
り
、
北
海
道

で
は
珍

し
い
玄
武
岩

の
活
動
火
山
と

な

っ
て
い
る
。

旭
岳

は
大
雪
山
頂

お
鉢
平

の
西
南

に
最
後

に
噴
出
し
た
成
層
火
山

で
、
玄
武
岩

に
近

い
轍
穐
石
輝

石

安
山
岩

熔
岩

で
棒
状
火
山
弾
も
見
ら
れ
る
。
山
頂

の
西
に
開
く
大
爆
発
火

口
よ
り
激
し
く
噴
煙
し

て
い

る
が
、
戦
時
中
硫
黄

の
採
掘
が
行
わ
れ
、
い
た
ず
ら

に
自
然
を
破
壊
さ
れ
た
憾
み
が
あ
る
。
跡
佐
登
周

麓

の
噴
煙
も
烈
し
く
、

い
ま
ま

で
幾
度

か
硫
黄
採
掘
が
く
り
返
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
火
山
下
部
よ
り
湧

出
す

る
温
泉
は
上
昇
後
水
素
イ
オ

ン
濃
度

一
・
四
以
下
の
強
酸
性
泉
と
な
り
、
地
表
下
を
北

に
ニ
キ

戸

流
れ

て
川
湯
温
泉
と

し
て
湧
出
す

る
。

硫
酸
泉
、
酸

性
泉

の
多

い
登
別
温
泉
は
熱
源
を
登
別
日
和
山
熔
岩
円
頂
丘
に
仰
ぎ
、
丘
麓

の
爆
発
火

口
内

に
湯
沼
を
湛
え
、
他

の
爆
発
火

口
地
獄
谷

で
は
上
昇
す

る
硫
気

ガ
ス
や
硫
酸
泉
に
て
流

入
す

る
沢

水
を
加
熱

し
、
成
分
を
与
え
、
噴
湯
す
る
地

獄
を

つ
く
り
な
が
ら
、
出

口
で
は
温
度
七
〇
i
八
○
度
、
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水
素

イ
オ

ソ
濃
度

二

・
五
以
下

の
酸
性
泉

に
変
化
し
て

い
る
。
大
湯
沼

の
底

は
最
深

二
八

m
、
熔
融

硫

黄

を
貯

え
、
か
つ
て
採
取
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
地
獄
谷
下
流

の
沢

に
沿

っ
て
多
量
高
温

の
食
塩
泉
も

湧
出

し
、
地
獄
谷
活
動
時

に
は
硫
酸

に
比
し
塩
素
分
を
増
加
す

る
こ
と
は
温

泉
成
因
上
興
味
が
あ
る
。

天
然
記
念
物

(
道
指
定
)

と
な

っ
て
い
る
間
欲
泉
は
羅
臼
温
泉

に
あ
り
、
羅
臼
岳
を

は
さ
み
岩
尾
別

温

泉
に
対

し
て
い
る
。
羅
臼
岳

は
頂
部
を
熔
岩
円
頂
丘
に
冠
せ
ら
れ
、
知
床
第

一
の
高
峯

で
あ
る
.、
熔

岩

円
頂

丘
は
火

口
を
塞
ぎ
、
火
山

ガ

ス
の
自
由
な
逸
出
を
妨
げ

て
い
る
た
め
、

そ
の
周
麓

に
熱

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
集
中

し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

か
つ
て
野
天
風
呂
で
知
ら
れ
た
和
琴
も
、
湖
中

の
熔
岩
円
頂

丘

を
湖
岸

に
繋
い
で
半
島

に
し
た
も

の
で
あ
る
。

ニ
セ
コ
地
方

に
温
泉
の
多

い
の
も
、
熔
岩
円
頂
丘
に
関

係
し
て

い
る
も

の
が
少
な
く
な

い
。
支
笏
湖
岸

に
丸
駒
、

オ

コ
タ
ソ
ペ
の
両
温

泉
を
侍
ら

せ
て
い
る
恵

庭
岳

は
熔
岩

円
頂
丘

で
は

第5図1955年11月19日 雌阿寒岳の史上最初の噴火を起したポ

ンマチネシリ火口(中央)。 右後方は中マチネシリ火ロの噴煙、

前方は阿寒富士頂部。(1956.8.10.札 幌気象台大野譲氏撮影)

な

い
が
、
熔
岩
流

の
多

い

火
山

で
、
山
頂

の
裂
隙
状

火

口
よ
り
絶

え
ず
、
噴
煙

し
、
札
幌
か
ら
遠
望
さ
れ

る
.
古
く
志
賀
重

昂
の
噴

煙
遠
望

の
印
象
的
な
文
が

あ

る
。

▼

…
…
:
-

火

山

灰

地-,,▼

火
山

は
繰
り
返
さ
れ
る

噴
火

で
火

口
か
ら
地
表
上

に
噴
出

さ
れ

た
も
の
が
集

積

し
て
大
き
く
成
長
し
て

行
く
。
火
山
噴
出
物

に
は

熔
岩

流
と
火
山
岩
盾
と
火

山
ガ

ス
が
あ

る
。

ガ
ス
は

噴
煙
の
主
役

で
あ
り
、
爆

発

の
主
力

で
あ

る
が
、
火
山
体

の
構
成
物

で
は
な
い
。
火
山
形

態
は
熔
岩
流
と
火
山
岩
屑
の
い
ろ

い
ろ

の
組

合
せ
に
よ

っ
て
種

々
異

っ
た
も

の
に
な
る
。
熔
岩
流
は
新

し
い

マ
グ

マ
が
地
表
上

に
流
れ
、
そ
し

て
固
ま

っ
た
も

の
で
あ
る
。
主
に
化
学
組
成
の
相
異

で
流
動
性

の
強

い
も

の
か
ら
粘
性

の
高

い
も
の
ま

で
あ

る
。
粘
性
の
極
端

に
強

い
も

の
は
地
表
下
で
殆

ん
ど
固
ま

っ
て
上
昇
す
る
有
珠
山
の
熔
岩

の
よ
う

な
も

の
に
な
る
。

火
山
岩
盾

は
爆
発
的
噴
火

で
火

口
か
ら
大
小
種

々
の
塊
礫
、
細
片
と
し
て
馳
出
さ
れ
る
も

の
を
総
称

す

る
。
新
し
い

マ
グ

マ
か
ら
千
切
れ
飛
ん
だ
も
の
も
多

い
が
、
火

山
の
古

い
熔
岩

や
火
山
基
底

の
岩
石

の
破
砕
勉
出
さ
れ
た
岩
片
も
あ

る
。
大
き
さ

で
火
山
塵

(
径
四
分

一
ミ
リ
以
下
)
、火
山
灰

(四

、、、
リ
以

下
)
、
火
山
礫

(
三
ニ

ミ
リ
以
下
)
、
火
山
岩
塊

(
三
ニ
ミ
リ
以
上
)

に
分
類
さ
れ
る
。
細
粒
の
も

の
は

空
中
高
く
上
昇

し
、
風

に
よ

っ
て
遠

い
と
こ
ろ
ま
で
散
布
さ
れ
る
。
熔
融

マ
グ

マ
よ
り
千
切
れ
て
固
結

し
た
も

の
で
は
火
山
毛
、
火
山

皿
石
、
熔
岩
餅
、
火
山
弾
な
ど
特
殊
な
形

の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
北
海

道

で
は
安
山
岩
質

パ
ン
皮
状
火
山
弾

が
多
く
、
玄
武
岩
質
紡
錘
状
火
山
弾
は
渡
島
大
島

の
み
に
在

る
。

撒
出
時

マ
グ

マ
中

の
ガ

ス
が
膨
脹
放
出

さ
れ
る
と
多
孔
質
の
軽

石
や
岩
澤

(
ス
コ
リ
ア
)

に
な
り
、
樽

前
山

や
駒

ケ
岳

は
日
本

で
も
軽
石
の
多

い
山

で
あ

る
。

北
海
道

の
作
家

久
保
栄

の
戯
曲

「火

山
灰
地
」

は
十
勝
平
野

の
自
然
と
闘
う
農
民
の
姿
を
描

い
て
有

名

で
あ

る
が
、
十
勝
平
野

に
限
ら
ず
、
北
海
道

は
広
く
火
山
灰

に
被

わ
れ
、
厚
さ

二
〇

セ
ソ
チ
を
越
す

範
囲

は
農
牧
適
地
の
約

五
〇
パ

ー
セ
ン
ト

に
当

る

一
六
六
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
で
い
る
。
火
山
を
離

れ
た
平
野
部

に
お

い
て
も
人

間
は
火
山
と

の
関
わ
り
を
持

っ
て
生
き

て
い
る
。

北
海
道

に
お

い
て
火
山
灰

に
注
目

し
た
土
性
調
査

は
昭
和
初
期
、
北
海
道
農
業
試
験
場

・
浦
上
啓
太

郎
技
師

(
後

に
場
長
)

に
よ

っ
て
企
画
さ
れ
、

一
九
三
三
年
浦

上
啓

太
郎
、
山
田
忍
、
長
沼
祐

二
郎
共

著

の

「
北
海
道

に
於
け
る
火
山
灰
に
関
す

る
調
査
、
第

一
報
」

は
火
山

一
巻
三
号
に
掲
載
さ
れ
、
火
山

灰
の
噴
出
源
、
分
布
、
層
位
関
係

は
過
去

の
火
山
活
動

を
知
る
重
要
な
研
究
と
し
て
火
山
学
界

の
注
目

を
惑

い
た
。
そ
の
後
、
帯
広
畜
産
大
学

に
転
じ
た
山
田
忍
教
授

(
現
専
修
大
学
北
海
道
短
大
学
長
)
を

中

心
と
し
て
道
内
各
大
学
、
各
官
庁

に
お
け

る
全
道
各

地
域

の
火
山
灰
調
査
研
究
は
進
展

し
、
膨
大
な

資
料

が
蓄
積
さ
れ
た
。

一
九
六
九
年

全
道

の
火
山
灰
研
究
者
を
含
む
北
海
道
火
山
灰
命
名
委
員
会
が
設

立
さ
れ
、
整

理
検
討

し
て

一
九
七
二
年

「
北
海
道
火
山
灰
分
布

図
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
火
山
国
日
本
で

も
初
め
て
の
こ
と
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
図
か
ら
北
海
道

の
半
ば
以
上
を
被
う
火

山
噴
出
物

を
知

り
、
さ
ら

に
北
海
道

に
お
け
る
火
山
の
重
要
性
を
感
ず

る
の
で
あ

る
。

(
元
会
長

・
北
大
名
誉
教
授
)
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